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溶解を抑制することに加えて、すき間内部で H+を消費する反応を生じさせ、すき間内溶液の pH を上昇させるこ























間腐食試験用フローセルを作製した。フローセルを用い、ガラス板ですき間を付与した SUS 316L を Ag/AgCl 
（3.33 M KCl）基準で 0.25 V に定電位分極し、すき間腐食試験を行った。その結果、1 M NaCl 溶液中において、
すき間腐食はすき間開口部から 0.5 mm ほど内側のすき間内部で発生した。その後、腐食はすき間開口部に向か
って短時間で成長した。そして、腐食部の先端が開口部に達した後、二段階で成長した。まず、すき間腐食は開
口部に沿うようにして成長した。その後、すき間中央へ向かって成長した。1 M NaCl 溶液中ですき間腐食を発生
させた後、すき間外部の溶液を 0.88 M Na2SO4溶液に変更した。その結果、すき間開口部に沿う腐食の成長が停
止し、その後、腐食はすき間内部へ向かって徐々に成長を始めたが、しばらくするとすき間中央へ向かう腐食の
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1 M NaCl 溶液中ですき間腐食を発生させた後、すき間外部の溶液を 1 M NaCl-2 M Na2SO4溶液に変更した。こ









に調整した 1 M NaCl、1 M NaCl-2 M Na2SO4および 1 M NaCl-2 NaNO3溶液中で測定されたカソード分極曲線にお
いて、1 M NaCl-2 M NaNO3溶液中では他の二つの溶液中よりも大きなカソード電流が計測された。これは、NO3
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えられた。そこで、Cl-を含まずに、腐食が生じず Na+を含まない溶液として、2 M KNO3を用いてすき間試験片
を定電位分極し、すき間内溶液の分析を行った。その結果、NH4
+が検出された。すき間内溶液の容量を考慮する











働態化が促進されたと考えられる。また、すき間内部の環境を模擬し、pH 0.2 に調整した 1 M NaCl、1 M NaCl-2 M 



















第 5 章：窒素添加ステンレス鋼の防食機構解析と窒化物を用いたすき間内液性制御 
SUS 316LN ステンレス鋼を用いてすき間腐食試験を行い、固溶 N の添加によるステンレス鋼の耐すき間腐食性
の向上を確認した。すき間内溶液中での N 含有化学種を同定するため、SUS 316LN のすき間試験片を 1 M KCl
溶液中で定電位分極した。すき間内溶液をイオンクロマトグラフィを用いて分析した結果、NH4
+が検出された。
このため、SUS 316LN に添加された N は、NH4
+としてすき間内部に溶出し、すき間内部での pH の低下を抑制す
ることですき間腐食の発生を抑制することを見出した。 
また、放電プラズマ焼結（SPS）法を用いて、SUS 316L に窒化物を添加した焼結鋼を作製した。CrN あるいは
VNを含有するSUS 316L焼結鋼のアノード分極曲線を0.01 M K2SO4溶液中で測定した。その結果、0.75から1.25 V
の電位域で VN の溶解による電流値の上昇が確認された。CrN あるいは VN の粉末と SUS 316L 粉末を混合し、








第 6 章：総括 
第 1 章から第 5 章で得られた結果を総括した。 
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